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第1章 大腸菌とプラスミドを用いた 
実験の基本

［注意事項］
�ダウンロード等にはインターネット環境が必要です．
��OSのバージョン，環境，通信回線の状況によっては，ダウンロード等
できないことがありますが，ご了承ください．
��各種のパソコン�端末のOSやアプリの操作に関しては，弊社ではサポー
トいたしません．
�通信費などは，ご自身でご負担ください．
��パソコンや端末の使用に関して何らかの損害が生じたとしても，自己責
任でご対処ください．
��2次元コードリーダーの設定で，OSの標準ブラウザを選択することをお
勧めします．
��内容に関しては細心の注意を払っておりますが，その正確性�安全性を
保証するものではありません．
��全てお客様ご自身の責任においてご利用ください．使用の結果で発生し
たいかなる損害や損失，その他の事態にも著者ならびに株式会社
Gakkenは一切の責任を負いかねますのでご了承ください．

��予告なしに内容を変更し，掲載を中断または終了させていただくことが
ございます．
��本書中の会社名，商品名，製品名などは，該当する各社の商標または登
録商標です．本書でTMやⓇは明記していないことがあります．
��本書に記載されているソフトウェアやURLは2026年1〜5月時点での情
報に基づいて執筆されていますので，以降変更されている可能性がござ
います．
��本書の出版にあたり正確な記述につとめましたが，本書に基づくいかな
る運用結果についても，著者および株式会社Gakkenは一切の責任を負
いかねますのでご了承ください．
��電話によるご質問，および本書に記載されている内容以外のご質問，お
客様の作業についてのご質問には一切お答えできません．あらかじめご
了承ください．

試薬計算サイト

本シリーズの使い方フローチャート

URL：https://gakken-mesh.jp/visualbio/

　日々の実験で必要な計算ができるウェ
ブコンテンツを作ったので，適宜ご活用
ください．できあがったものの確認は適
切に行い，行った操作の実験ノートへの記入は忘れないよ
うにしてください．下記のURLまたは2次元コードから
アクセスできます．

　実験の目的に応じた本シリーズの使い
方は二次元コードからアクセスすること
で確認できます．

カンタン試薬計算

本シリーズの使い方
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